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３

都
道
府
県
は
、
母
子
家
庭
就
業
支
援
事
業
に
係
る
事
務
の
全
部
又
は
一
部
を
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
に
委

託
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

前
項
の
規
定
に
よ
る
委
託
に
係
る
事
務
に
従
事
す
る
者
又
は
従
事
し
て
い
た
者
は
、
正
当
な
理
由
が
な
く
、
当

該
事
務
に
関
し
て
知
り
得
た
秘
密
を
漏
ら
し
て
は
な
ら
な
い
。

第
三
十
一
条
第
一
号
中
「
の
求
職
活
動
の
促
進
と
そ
の
職
業
生
活
の
安
定
と
を
図
る
た
め
の
」
を
「
が
、
厚
生
労

働
省
令
で
定
め
る
教
育
訓
練
を
受
け
、
当
該
教
育
訓
練
を
修
了
し
た
場
合
に
、
そ
の
者
に
支
給
す
る
」
に
改
め
、「
給

付
金
」
の
下
に「（
以
下
「
母
子
家
庭
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金
」
と
い
う
。）」
を
加
え
、
同
条
第
二
号
中
「
の
知

識
及
び
技
能
の
習
得
を
容
易
に
す
る
た
め
の
」
を
「
が
、
安
定
し
た
職
業
に
就
く
こ
と
を
容
易
に
す
る
た
め
必
要
な

資
格
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
を
取
得
す
る
た
め
養
成
機
関
に
お
い
て
修
業
す
る
場
合
に
、
そ
の
修
業

と
生
活
と
の
両
立
を
支
援
す
る
た
め
そ
の
者
に
支
給
す
る
」
に
改
め
、「
給
付
金
」
の
下
に「（
以
下
「
母
子
家
庭
高
等

職
業
訓
練
促
進
給
付
金
」
と
い
う
。）」
を
加
え
る
。

第
三
章
中
第
三
十
一
条
の
次
に
次
の
四
条
を
加
え
る
。

（
不
正
利
得
の
徴
収
）

第
三
十
一
条
の
二

偽
り
そ
の
他
不
正
の
手
段
に
よ
り
母
子
家
庭
自
立
支
援
給
付
金
の
支
給
を
受
け
た
者
が
あ
る
と

き
は
、
都
道
府
県
知
事
等
は
、
受
給
額
に
相
当
す
る
金
額
の
全
部
又
は
一
部
を
そ
の
者
か
ら
徴
収
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

（
受
給
権
の
保
護
）

第
三
十
一
条
の
三

母
子
家
庭
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金
又
は
母
子
家
庭
高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金
の
支
給
を

受
け
る
権
利
は
、
譲
り
渡
し
、
担
保
に
供
し
、
又
は
差
し
押
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

（
公
課
の
禁
止
）

第
三
十
一
条
の
四

租
税
そ
の
他
の
公
課
は
、
母
子
家
庭
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金
又
は
母
子
家
庭
高
等
職
業
訓

練
促
進
給
付
金
と
し
て
支
給
を
受
け
た
金
銭
を
標
準
と
し
て
、
課
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

第
四
十
三
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
一

第
三
十
五
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
が
行
う
寡
婦
生
活
向
上
事
業
の
実
施
に
要
す
る
費
用

第
四
十
四
条
中
「
及
び
第
三
号
」
を
「
、
第
三
号
、
第
四
号
及
び
第
六
号
か
ら
第
八
号
ま
で
」
に
改
め
る
。

第
四
十
五
条
第
一
項
中
「
及
び
第
三
号
」
を
「
、
第
三
号
、第
四
号
及
び
第
六
号
か
ら
第
八
号
ま
で
」に
改
め
、「
同

条
第
二
号
」
の
下
に
「
及
び
第
五
号
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中
「
及
び
第
五
号
」
を
「
、
第
五
号
、
第
六
号
及
び

第
八
号
か
ら
第
十
一
号
ま
で
」
に
改
め
、「
同
条
第
三
号
」
の
下
に
「
及
び
第
七
号
」
を
加
え
る
。

第
七
章
を
第
八
章
と
す
る
。

第
六
章
の
章
名
中
「
母
子
福
祉
施
設
」
を
「
母
子
・
父
子
福
祉
施
設
」
に
改
め
る
。

第
三
十
八
条
の
見
出
し
を「（
母
子
・
父
子
福
祉
施
設
）」に
改
め
、
同
条
中
「
及
び
」
の
下
に
「
父
子
家
庭
の
父
並

び
に
」
を
加
え
、「
母
子
福
祉
施
設
」
を
「
母
子
・
父
子
福
祉
施
設
」
に
改
め
る
。

第
三
十
九
条
第
一
項
中
「
母
子
福
祉
施
設
」
を
「
母
子
・
父
子
福
祉
施
設
」
に
改
め
、
同
項
各
号
を
次
の
よ
う
に

改
め
る
。

一

母
子
・
父
子
福
祉
セ
ン
タ
ー

二

母
子
・
父
子
休
養
ホ
ー
ム

第
三
十
九
条
第
二
項
中
「
母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー
」
を
「
母
子
・
父
子
福
祉
セ
ン
タ
ー
」
に
、「
母
子
家
庭
」
を
「
母

子
家
庭
等
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
母
子
休
養
ホ
ー
ム
」
を
「
母
子
・
父
子
休
養
ホ
ー
ム
」
に
、「
母
子
家
庭
」

を
「
母
子
家
庭
等
」
に
改
め
る
。

第
四
十
条
中
「
母
子
福
祉
施
設
」
を
「
母
子
・
父
子
福
祉
施
設
」
に
改
め
る
。

第
四
十
一
条
中
「
母
子
福
祉
施
設
」
を
「
母
子
・
父
子
福
祉
施
設
」
に
、「
母
子
家
庭
」
を
「
母
子
家
庭
等
」
に
改

め
る
。

第
六
章
を
第
七
章
と
す
る
。

第
三
十
六
条
第
一
項
中
「
母
子
福
祉
資
金
貸
付
金
」
の
下
に
「
、
父
子
福
祉
資
金
貸
付
金
」
を
加
え
る
。

第
五
章
を
第
六
章
と
す
る
。

（
母
子
家
庭
生
活
向
上
事
業
）

第
三
十
一
条
の
五

都
道
府
県
及
び
市
町
村
は
、
母
子
家
庭
の
母
及
び
児
童
の
生
活
の
向
上
を
図
る
た
め
、
母
子
・

父
子
福
祉
団
体
と
緊
密
な
連
携
を
図
り
つ
つ
、
次
に
掲
げ
る
業
務
（
以
下「
母
子
家
庭
生
活
向
上
事
業
」と
い
う
。）

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

一

母
子
家
庭
の
母
及
び
児
童
に
対
し
、
家
庭
生
活
及
び
職
業
生
活
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
、
又
は
母
子
・
父
子

福
祉
団
体
に
よ
る
支
援
そ
の
他
の
母
子
家
庭
の
母
及
び
児
童
に
対
す
る
支
援
に
係
る
情
報
の
提
供
を
行
う
こ

と
。

二

母
子
家
庭
の
児
童
に
対
し
、
生
活
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
、
又
は
学
習
に
関
す
る
支
援
を
行
う
こ
と
。

三

母
子
家
庭
の
母
及
び
児
童
に
対
し
、
母
子
家
庭
相
互
の
交
流
の
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
そ
の
他
の
必
要
な
支

援
を
行
う
こ
と
。

２

都
道
府
県
及
び
市
町
村
は
、
母
子
家
庭
生
活
向
上
事
業
に
係
る
事
務
の
全
部
又
は
一
部
を
厚
生
労
働
省
令
で
定

め
る
者
に
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

前
項
の
規
定
に
よ
る
委
託
に
係
る
事
務
に
従
事
す
る
者
又
は
従
事
し
て
い
た
者
は
、
正
当
な
理
由
が
な
く
、
当

該
事
務
に
関
し
て
知
り
得
た
秘
密
を
漏
ら
し
て
は
な
ら
な
い
。

第
八
章
を
第
九
章
と
す
る
。

第
四
十
二
条
第
一
号
中
「
第
十
七
条
」
を
「
第
十
七
条
第
一
項
」
に
、「
母
子
家
庭
等
日
常
生
活
支
援
事
業
」を「
母

子
家
庭
日
常
生
活
支
援
事
業
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
を
同
条
第
七
号
と
し
、
同
条
第
二
号
の
次
に
次
の
四
号
を
加

え
る
。

三

第
三
十
一
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
行
う
母
子
家
庭
生
活
向
上
事
業
の
実
施
に
要
す
る
費
用

四

第
三
十
一
条
の
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
行
う
父
子
家
庭
日
常
生
活
支
援
事
業
の
実
施
に
要
す
る

費
用

五

第
三
十
一
条
の
十
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
行
う
父
子
家
庭
自
立
支
援
給
付
金
の
支
給
に
要
す
る
費
用

六

第
三
十
一
条
の
十
一
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
行
う
父
子
家
庭
生
活
向
上
事
業
の
実
施
に
要
す
る
費

用
第
四
十
二
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

八

第
三
十
五
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
行
う
寡
婦
生
活
向
上
事
業
の
実
施
に
要
す
る
費
用

第
四
十
三
条
第
一
号
中
「
第
十
七
条
」
を
「
第
十
七
条
第
一
項
」
に
、「
母
子
家
庭
等
日
常
生
活
支
援
事
業
」を「
母

子
家
庭
日
常
生
活
支
援
事
業
」
に
改
め
、
同
条
中
第
五
号
を
第
十
号
と
し
、
第
四
号
を
第
九
号
と
し
、
第
三
号
の
次

に
次
の
五
号
を
加
え
る
。

四

第
三
十
一
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
が
行
う
母
子
家
庭
生
活
向
上
事
業
の
実
施
に
要
す
る
費

用
五

第
三
十
一
条
の
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
が
行
う
父
子
家
庭
日
常
生
活
支
援
事
業
の
実
施
に
要
す

る
費
用

六

第
三
十
一
条
の
九
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
が
行
う
父
子
家
庭
就
業
支
援
事
業
の
実
施
に
要
す
る
費

用
七

第
三
十
一
条
の
十
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
が
行
う
父
子
家
庭
自
立
支
援
給
付
金
の
支
給
に
要
す
る
費
用

八

第
三
十
一
条
の
十
一
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
が
行
う
父
子
家
庭
生
活
向
上
事
業
の
実
施
に
要
す
る

費
用
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